
(57)【要約】

【課題】分岐するイヤホンコードを束ねることにより、

２本のコードを１本にまとめ、コードが独立に動くこと

を防ぎ、コードの絡まりを防止するイヤホンホルダを提

供する。

【解決手段】本考案のイヤホン１は、一対のイヤホン本

体２ａ，２ｂと、再生装置等へ接続するプラグ３とを備

え、イヤホン本体２とプラグ３とは、２本のコード４ａ

，４ｂを介して接続されている。このコード４ａ，４ｂ

において分岐点５を境に２本に分岐した分岐線６ａ，６

ｂには、球状のコードホルダ７が設けられている。この

コードホルダ７は、分岐線６ａ，６ｂを挿通する挿通孔

７ａを備えるとともにこれらの分岐線を束ねるように構

成されている。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 対 の イ ヤ ホ ン 本 体 と プ ラ グ と を 接 続 す る ２ 本 の コ ー ド が ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 挿 通 さ れ
る 挿 通 孔 を 備 え 、
　 前 記 プ ラ グ と 前 記 イ ヤ ホ ン 本 体 と の 間 の 所 定 の 位 置 で 保 持 さ れ る よ う に 、 前 記 挿 通 孔 の
内 周 の 少 な く と も 一 部 が 接 す る 柔 軟 性 あ る 部 材 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る コ
ー ド ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 コ ー ド ホ ル ダ の 外 周 か ら 前 記 挿 通 孔 へ 向 か っ て コ ー ド ホ ル ダ の 軸 方 向 に 沿 っ た 切 り
込 み 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の コ ー ド ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 一 対 の イ ヤ ホ ン 本 体 と 、 各 種 音 声 再 生 機 器 に 接 続 す る プ ラ グ と 、 前 記 イ ヤ ホ ン 本 体 と 前
記 プ ラ グ と を 接 続 し 前 記 プ ラ グ 側 か ら 前 記 イ ヤ ホ ン 本 体 側 へ の 所 定 の 位 置 で 二 股 に 分 岐 す
る ２ 本 の コ ー ド と 、 を 備 え る イ ヤ ホ ン に お い て 、
　 前 記 イ ヤ ホ ン 本 体 と 前 記 分 岐 部 分 の 間 に は 、 前 記 ２ 本 の コ ー ド を 束 ね る コ ー ド ホ ル ダ が
設 け ら れ 、
　 こ の コ ー ド コ ー ド ホ ル ダ は 、 前 記 ２ 本 の コ ー ド が ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 挿 通 さ れ る 挿 通 孔
を 備 え 、 前 記 ２ 本 の コ ー ド の 所 定 の 位 置 で 保 持 さ れ る よ う に 前 記 挿 通 孔 の 内 周 の 少 な く と
も 一 部 が 接 す る 柔 軟 性 あ る 部 材 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る イ ヤ ホ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 コ ー ド ホ ル ダ は 、 そ の 外 周 か ら 前 記 挿 通 孔 へ 向 か っ て コ ー ド ホ ル ダ の 軸 方 向 に 沿 っ
た 切 り 込 み 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の イ ヤ ホ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 コ ー ド ホ ル ダ は 、 前 記 ２ 本 の コ ー ド 上 に 複 数 設 け ら れ 、
　 前 記 複 数 の コ ー ド ホ ル ダ の 間 に は 、 前 記 ２ 本 の コ ー ド を 挿 通 さ れ る ア ク セ サ リ が 間 挿 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の イ ヤ ホ ン 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 ヘ ッ ド ホ ン や イ ヤ ホ ン 等 の コ ー ド を 束 ね る コ ー ド ホ ル ダ 及 び そ れ を 備 え た イ
ヤ ホ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 音 楽 再 生 機 器 や ラ ジ オ 等 に 用 い ら れ る イ ヤ ホ ン は 、 小 型 で 両 耳 に 装 着 す る こ と に よ り 手
軽 に ス テ レ オ 方 式 の 再 生 を 可 能 と す る こ と か ら 、 従 来 よ り 、 ポ ー タ ブ ル 再 生 機 器 等 の 付 属
品 と し て 愛 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な イ ヤ ホ ン ３ ０ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 両 耳 に 装 着 す る 一 対 の イ ヤ ホ ン 本 体 ２
と 、 再 生 機 器 等 に 接 続 す る プ ラ グ ３ と 、 こ れ ら の 間 を あ る 程 度 の 長 さ か ら な る ２ 本 の コ ー
ド ４ か ら 構 成 さ れ 、 こ の ２ 本 の コ ー ド ４ は 、 プ ラ グ ３ 側 か ら イ ヤ ホ ン 本 体 ２ 側 に 向 か っ て
最 初 は １ 本 に ま と め ら れ 途 中 か ら 分 岐 し て 、 そ れ ぞ れ の コ ー ド ４ ａ ， ４ ｂ と な り 、 そ れ ら
が イ ヤ ホ ン 本 体 ２ ａ ， ２ ｂ に 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 の よ う な イ ヤ ホ ン に お け る イ ヤ ホ ン 本 体 側 の コ ー ド が 二 股 に 分 か れ て い
る 部 分 で は 、 ２ 本 の コ ー ド が イ ヤ ホ ン 本 体 が 耳 掛 け 形 状 と な っ て い る こ と か ら 、 こ の イ ヤ
ホ ン 本 体 を 中 心 と し て そ れ ぞ れ 独 立 に 動 い て し ま う 。 そ の た め 、 こ う し た イ ヤ ホ ン を 接 続
し た 再 生 機 器 を 収 納 す る 際 、 こ の イ ヤ ホ ン 本 体 部 分 を 中 心 と し て ２ 本 の コ ー ド が 絡 ま っ て
し ま う こ と が 多 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の ２ 股 に 分 か れ た イ ヤ ホ ン コ ー ド の 絡 ま り を 防 止 す る べ く 、 不 使 用 時 に こ の
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部 分 を フ ァ ス ナ ー で 一 体 化 し た り 、 動 物 の マ ス コ ッ ト を 模 し た 束 ね 具 で ２ 本 の コ ー ド を 束
ね る 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ ま た は ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ５ ６ ６ ３ ６
【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ６ ６ ７ ４ ２ 号
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド に フ ァ ス ナ ー
を 用 い た 場 合 、 フ ァ ス ナ ー 部 分 の 重 量 が あ り 、 結 果 と し て イ ヤ ホ ン 本 体 か ら 利 用 者 の 耳 に
か か る 重 量 が 増 す か ら 、 装 着 感 の 低 下 を 招 く 。 ま た 、 フ ァ ス ナ ー に よ っ て 、 利 用 者 の 衣 類
に 傷 を 付 け た り 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド に 接 触 す る こ と に よ り 、 コ ー ド が 断 線 す る 可 能 性 も 考 え
ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 絡 み 防 止 部 材 は 、 表 部 材 と 裏 部 材 と を 嵌 合 し て な る
も の で あ る か ら 、 比 較 的 硬 質 の 部 材 で 構 成 せ ざ る を 得 ず 、 か つ 角 部 を 有 す る か ら 、 イ ヤ ホ
ン コ ー ド 上 に こ の 絡 み 防 止 部 材 を ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ っ て 、 コ ー ド の 磨 耗 や 断 線 の 原
因 と な る こ と が あ っ た 。 さ ら に 、 こ の よ う な 硬 質 な 部 材 は 、 コ ー ド 上 を 滑 り や す く 、 移 動
し や す い た め 、 例 え ば 、 絡 み 防 止 部 材 を 所 望 の 位 置 に 移 動 さ せ た と し て も 、 す ぐ に そ の 位
置 か ら ズ レ 、 コ ー ド の ま と ま り を 損 な う こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 の よ う な 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 そ の
目 的 は 、 分 岐 す る ２ 本 の コ ー ド を １ 本 に ま と め る こ と に よ り 、 コ ー ド が 独 立 に 動 く こ と を
防 ぎ 、 コ ー ド の 絡 ま り を 防 止 す る と と も に 、 コ ー ド の 断 線 を 防 止 す る コ ー ド ホ ル ダ 及 び そ
れ を 備 え た イ ヤ ホ ン を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 は 、 一 対 の イ ヤ ホ ン 本 体 と プ ラ グ と を 接
続 す る ２ 本 の コ ー ド が ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 挿 通 さ れ る 挿 通 孔 を 備 え 、 前 記 プ ラ グ と 前 記 イ
ヤ ホ ン 本 体 と の 間 の 所 定 の 位 置 で 保 持 さ れ る よ う に 、 前 記 挿 通 孔 の 内 周 の 少 な く と も 一 部
が 接 す る 柔 軟 性 あ る 部 材 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 を イ ヤ ホ ン に 適 用 し た 場 合 を 規 定 し た も の
で あ り 、 一 対 の イ ヤ ホ ン 本 体 と 、 各 種 音 声 再 生 機 器 に 接 続 す る プ ラ グ と 、 前 記 イ ヤ ホ ン 本
体 と 前 記 プ ラ グ と を 接 続 し 前 記 プ ラ グ 側 か ら 前 記 イ ヤ ホ ン 本 体 側 へ の 所 定 の 位 置 で 二 股 に
分 岐 す る ２ 本 の コ ー ド と 、 を 備 え る イ ヤ ホ ン に お い て 、 前 記 イ ヤ ホ ン 本 体 と 前 記 分 岐 部 分
の 間 に は 、 前 記 ２ 本 の コ ー ド を 束 ね る コ ー ド ホ ル ダ が 設 け ら れ 、 こ の コ ー ド コ ー ド ホ ル ダ
は 、 前 記 ２ 本 の コ ー ド が ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 挿 通 さ れ る 挿 通 孔 を 備 え 、 前 記 ２ 本 の コ ー ド
の 所 定 の 位 置 で 保 持 さ れ る よ う に 前 記 挿 通 孔 の 内 周 の 少 な く と も 一 部 が 接 す る 柔 軟 性 あ る
部 材 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ ら の 態 様 で は 、 イ ヤ ホ ン の 使 用 時 に は 、 プ ラ グ を 再 生 等 機 器 に 接 続 す る と も に 、 コ
ー ド ホ ル ダ を 分 岐 部 分 に 移 動 さ せ 、 一 対 の イ ヤ ホ ン 本 体 を 利 用 者 の 両 耳 に 装 着 し た 後 、 利
用 者 は コ ー ド ホ ル ダ を 上 下 に ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ っ て 、 ２ 本 の コ ー ド の 分 岐 位 置 を 調
整 し 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド の 弛 み を 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 こ の コ ー ド ホ ル ダ の 挿 通 孔 は 、 プ ラ グ と イ ヤ ホ ン 本 体 と の 間 の 所 定 の 位 置 で 保 持
さ れ る よ う に 内 周 の 一 部 が 接 す る 柔 軟 性 あ る 部 材 に よ り 形 成 さ れ て い る た め 、 コ ー ド ホ ル
ダ は 、 コ ー ド 上 を ス ラ イ ド 可 能 な 一 方 で 、 ス ラ イ ド 移 動 さ せ た 位 置 か ら ズ レ に く い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 イ ヤ ホ ン の 不 使 用 時 に は 、 分 岐 部 分 近 傍 に あ る コ ー ド ホ ル ダ を ２ 本 の コ ー ド 上
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を イ ヤ ホ ン 本 体 側 へ ス ラ イ ド さ せ る 。 こ れ に よ り 、 コ ー ド ホ ル ダ に よ っ て ２ 本 の コ ー ド が
束 ね ら れ る 。 ま た 、 コ ー ド ホ ル ダ は 、 上 記 同 様 、 ２ 本 の コ ー ド 上 を ス ラ イ ド 可 能 で あ る と
同 時 に 、 挿 通 孔 に 設 け ら れ た 柔 軟 性 あ る 部 材 に 接 触 し 、 コ ー ド ホ ル ダ の ず れ を 制 限 す る 。
さ ら に 、 挿 通 孔 と コ ー ド が 接 触 し て い も 当 該 ２ 本 の コ ー ド を 傷 め る こ と が な く 、 イ ヤ ホ ン
コ ー ド を 断 線 さ せ る よ う な こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 コ ー ド ホ ル ダ 全 体 を 例 え ば ゴ ム 等 の 柔 軟 性 あ る 部 材 で 構 成 し た 場 合 に は 、 上 記 の
効 果 に 加 え て 、 利 用 者 の 衣 類 に 傷 を 付 け る よ う な こ と も な く 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド に 接 触 す る
こ と に よ り 、 コ ー ド が 断 線 す る よ う な こ と も な い 。 ま た 、 コ ー ド ホ ル ダ 自 体 が 軽 量 と な る
た め 、 利 用 者 の 身 体 的 な 負 担 を 軽 減 す る と と も に 、 着 用 感 や 利 便 性 の 向 上 を 図 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 に お い て 、 前 記 コ ー ド ホ ル ダ の 外 周 か ら 前
記 挿 通 孔 へ 向 か っ て コ ー ド ホ ル ダ の 軸 方 向 に 沿 っ た 切 り 込 み 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 考 案 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 考 案 を イ ヤ ホ ン に 適 用 し た 場 合 を 規 定 し
た も の で あ り 、 請 求 項 ３ 記 載 の 考 案 に お い て 、 前 記 コ ー ド ホ ル ダ は 、 そ の 外 周 か ら 前 記 挿
通 孔 へ 向 か っ て コ ー ド ホ ル ダ の 軸 方 向 に 沿 っ た 切 り 込 み 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ ら の 態 様 で は 、 コ ー ド ホ ル ダ に 切 り 込 み 部 が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 コ ー ド ホ
ル ダ は ２ 本 の コ ー ド に 対 し て 着 脱 自 在 に 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る の で 、 コ ー ド ホ ル ダ を
既 存 の イ ヤ ホ ン に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 考 案 は 、 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 考 案 に お い て 、 前 記 コ ー ド ホ ル ダ は 、
前 記 イ ヤ ホ ン 本 体 と 前 記 分 岐 部 分 の 間 に 複 数 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の コ ー ド ホ ル ダ の 間 に は
、 前 記 ２ 本 の コ ー ド を 挿 通 す る ア ク セ サ リ が 間 挿 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 態 様 で は 、 複 数 の コ ー ド ホ ル ダ の 間 に ア ク セ サ リ を 間 挿 す る こ と に よ っ て 、 さ ら
に バ リ エ ー シ ョ ン に 富 み 、 デ ザ イ ン 性 の 高 い イ ヤ ホ ン を 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 考 案 に お け る イ ヤ ホ ン と は 、 利 用 者 の 耳 に 装 着 し 、 電 気 信 号 を 音 響 信 号 に 変 換
す る 小 型 の 装 置 の こ と を い い 、 特 に 特 定 の 製 品 や 態 様 を 示 唆 す る も の で は な い 。 例 え ば イ
ヤ ー ス ピ ー カ で あ っ て も イ ン ザ イ ヤ ー ス ピ ー カ な ど 、 本 考 案 の 上 記 作 用 効 果 を 奏 す る 装 置
で あ れ ば 、 す べ て 包 含 す る も の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う な 本 考 案 の コ ー ド ホ ル ダ 及 び そ れ を 備 え た イ ヤ ホ ン で は 、 イ ヤ ホ ン 本 体 部 分
か ら コ ー ド の 分 岐 部 分 ま で の 間 に コ ー ド ホ ル ダ を 設 け 、 当 該 コ ー ド ホ ル ダ を イ ヤ ホ ン 本 体
近 傍 に ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ っ て 、 分 岐 し た ２ 本 の コ ー ド を １ 本 に ま と め る こ と が で き
る た め 、 コ ー ド が イ ヤ ホ ン 本 体 に 先 導 さ れ 独 立 に 動 く こ と を 防 ぎ 、 コ ー ド の 絡 ま り を 防 止
す る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 本 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 （ 以 下 、 本 実 施 形 態 と い う ） に つ い て 、 図 面
を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
[本 実 施 形 態 ]
　 本 実 施 形 態 に お け る イ ヤ ホ ン １ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 利 用 者 の 両 耳 に 装 着 し 、
図 示 し な い 再 生 装 置 等 か ら の 当 該 利 用 者 に 対 し て 音 声 を 発 す る 一 対 の イ ヤ ホ ン 本 体 ２ ａ ，
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２ ｂ と 、 再 生 装 置 等 へ 接 続 す る プ ラ グ ３ と を 備 え 、 イ ヤ ホ ン 本 体 ２ と プ ラ グ ３ と は 、 ２ 本
の コ ー ド ４ ａ ， ４ ｂ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 こ の コ ー ド ４ ａ ， ４ ｂ は 、 プ ラ グ 側 か ら 所
定 の 長 さ 部 分 ま で は １ 本 に ま と め ら れ 、 そ の 先 の 分 岐 点 ５ を 境 に ２ 本 に 分 岐 し た 分 岐 線 ６
ａ ， ６ ｂ を 形 成 し 、 そ れ ぞ れ が イ ヤ ホ ン 本 体 ２ ａ ， ２ ｂ に 至 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 こ の 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ に は 、 球 状 の コ ー ド ホ ル ダ ７ が 設 け ら れ て い る 。 コ ー ド
ホ ル ダ ７ は 、 図 １ （ ｂ ） の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ を 挿 通 す る 挿 通 孔 ７ ａ
を 備 え る と と も に こ れ ら の 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ を 束 ね る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 分 岐
線 ６ ａ ， ６ ｂ の 分 岐 す る 分 岐 点 ５ に は 、 留 具 ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 コ ー ド ホ ル ダ ７ は 、 こ の イ ヤ ホ ン 本 体 ２ と 留 具 ８ と の 間 の 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ 上
を ス ラ イ ド 可 能 で あ る が 、 同 時 に ス ラ イ ド さ せ た 所 定 の 位 置 で 停 止 す る よ う に な っ て い る
。 具 体 的 に は 、 コ ー ド ホ ル ダ ７ は 、 そ の 全 体 を ラ バ ー 等 の 柔 軟 性 あ る 部 材 に よ っ て 構 成 さ
れ 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 挿 通 孔 ７ ａ が そ の 内 周 で ２ 本 の 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ と 接 し て
い る 。 こ れ に よ り 、 こ の コ ー ド ホ ル ダ ７ は 、 利 用 者 が 自 ら こ れ を ス ラ イ ド さ せ た 場 合 に は
比 較 的 容 易 に 移 動 で き る が 、 単 に 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ を 上 下 に 向 け た だ け で は ス ラ イ ド し な
い よ う に 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 コ ー ド ホ ル ダ ７ の 周 囲 に は 、 利 用 者 の 趣 向 に 合 わ せ て
デ ザ イ ン （ 例 え ば 、 花 柄 ） が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 か ら な る 本 考 案 の イ ヤ ホ ン １ は 、 使 用 時 に は 、 プ ラ グ ３ を 図 示 し な い 再
生 等 機 器 に 接 続 す る と も に 、 コ ー ド ホ ル ダ ７ を 分 岐 点 ５ 側 に 移 動 さ せ 、 一 対 の イ ヤ ホ ン 本
体 ２ を 利 用 者 の 両 耳 に 装 着 す る 。 装 着 後 、 利 用 者 は 、 自 己 の 両 耳 の 位 置 や 身 体 の 大 き さ に
合 わ せ て 、 コ ー ド ホ ル ダ ７ を 上 下 に ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ っ て 、 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ の 分
岐 点 の 位 置 を 調 整 し 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド の 弛 み を 解 消 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 コ ー ド ホ ル ダ ７ が 、 ラ バ ー 等 の 柔 軟 性 の あ る 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と か ら 、
分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ 上 に こ れ を ス ラ イ ド さ せ て も 利 用 者 の 衣 類 に 傷 を 付 け た り 、 分 岐 線 ６ ａ
， ６ ｂ を 傷 め る こ と が な く 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド を 断 線 さ せ る よ う な こ と が な い 。 ま た 、 コ ー
ド ホ ル ダ 自 体 が 軽 量 と な る た め 、 利 用 者 の 身 体 的 な 負 担 を 軽 減 す る と と も に 、 着 用 感 や 利
便 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 不 使 用 時 に は 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 分 岐 点 ５ 近 傍 に あ る コ ー ド ホ ル ダ ７ を
分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ 上 を イ ヤ ホ ン 本 体 ２ 側 へ ス ラ イ ド さ せ る 。 こ れ に よ り 、 コ ー ド ホ ル ダ ７
に よ っ て 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ の ２ 本 の コ ー ド が 、 イ ヤ ホ ン 本 体 ２ 側 に 至 る ま で １ 本 に 束 ね ら
れ る 。 ま た 、 コ ー ド ホ ル ダ ７ が 、 ラ バ ー 等 の 柔 軟 性 の あ る 部 材 で 構 成 さ れ 、 さ ら に 挿 通 孔
７ ａ の 内 周 は 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ と 接 し て い る た め 、 コ ー ル ホ ル ダ の ス ラ イ ド が 可 能 で あ る
と 同 時 に 、 ス ラ イ ド さ せ た 位 置 か ら ズ レ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
[他 の 実 施 形 態 ]
　 本 考 案 は 、 上 記 の よ う な 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 以 下 に 示 す よ う な 種 々
の 態 様 を 包 含 す る も の で あ り 、 目 的 や 用 途 に 応 じ て 適 宜 最 適 な 態 様 を 選 択 し て 実 施 す る こ
と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 実 施 形 態 の イ ヤ ホ ン １ で は 、 コ ー ド ホ ル ダ ７ を 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ 上 に １ つ 設 け て 構
成 し た が 、 こ れ は 本 考 案 の イ ヤ ホ ン を 示 す 一 態 様 に 過 ぎ ず 、 こ の コ ー ド ホ ル ダ の 数 は 、 分
岐 線 の 長 さ や 利 用 者 の 好 み 、 イ ヤ ホ ン 全 体 の デ ザ イ ン 等 に よ り 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の コ ー ド ホ ル ダ ７ を 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ 上 に ３ つ 設 け た 構
成 も 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 こ れ ら ３ つ の コ ー ド ホ ル ダ ７ を 分
岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ 上 に 均 等 に 配 置 し て 束 ね る よ う に す る こ と も で き る し 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す
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よ う に 、 イ ヤ ホ ン 本 体 ２ 近 傍 に 集 中 さ せ て 配 置 し て 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ を 束 ね る こ と も で き
る 。 前 者 の よ う に 配 置 す る こ と で 、 分 岐 線 ６ ａ ， ６ ｂ の 全 体 に 渡 っ て １ 本 に ま と め る こ と
が で き る 。 ま た 、 後 者 の よ う に 、 ３ つ ま と め て 配 置 す る こ と に よ っ て 、 コ ー ド ホ ル ダ ７ が
よ り ズ レ に く く な り 、 効 果 が 高 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 考 案 の コ ー ド ホ ル ダ は 、 上 記 実 施 形 態 に 示 し た 球 状 に 限 ら れ ず 、 図 ３ に 示 す よ
う な 円 筒 状 や 三 角 形 状 等 、 デ ザ イ ン 上 の 観 点 か ら 任 意 の 形 状 で 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る
。 こ の よ う に 、 本 考 案 の コ ー ド ホ ル ダ は 、 そ の 便 利 さ の み な ら ず 、 装 着 し た 場 合 に デ ザ イ
ン の 特 徴 も 発 揮 し 、 ス タ イ リ ッ シ ュ な 外 観 を 演 出 す る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 こ の 場 合
も 、 取 り 付 け る コ ー ド ホ ル ダ の 数 は 任 意 に 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 コ ー ド ホ ル ダ １ １ の 一 部 に 分 岐 線 が 挿 入 可 能 な 切 り 込 み 部
１ ２ を 設 け て 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 コ ー ド ホ ル ダ １ １ は 分 岐 線 ６ ａ ，
６ ｂ に 対 し て 着 脱 自 在 に 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る の で 、 本 考 案 の コ ー ド ホ ル ダ を 既 存 の
イ ヤ ホ ン に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 上 述 の 通 り 、 本 考 案 の コ ー ド ホ ル ダ の 外 装 に 種 々 の デ ザ イ ン を 施 す こ と が 可 能 で
あ る が 、 コ ー ド ホ ル ダ を 上 記 の よ う に 着 脱 自 在 に 構 成 し た 場 合 に は 、 利 用 者 が 好 み に 応 じ
て コ ー ド ホ ル ダ の デ ザ イ ン 、 個 数 や 並 べ る 順 序 を 任 意 に 選 択 可 能 で あ り 、 機 能 性 の み な ら
ず 、 娯 楽 性 を 兼 ね 備 え た コ ー ド ホ ル ダ あ る い は イ ヤ ホ ン を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 図 ５ の イ ヤ ホ ン ２ ０ に 示 す よ う に 、 コ ー ド ホ ル ダ ２ １ ａ ， ２ １ ｂ の 間 に
ア ク セ サ リ ２ ２ を 間 挿 す る こ と に よ っ て 、 さ ら に バ リ エ ー シ ョ ン に 富 み 、 デ ザ イ ン 性 の 高
い イ ヤ ホ ン を 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の コ ー ド ホ ル ダ 及 び イ ヤ ホ ン の 構 成 を 示 す 概 念 図 （ ａ ） 、 断 面 図 （ ｂ ） 及
び 作 用 を 示 す 概 念 図 （ ｃ ） 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の コ ー ド ホ ル ダ 及 び イ ヤ ホ ン の 他 の 態 様 を 示 す 概 念 図 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の コ ー ド ホ ル ダ 及 び イ ヤ ホ ン の 他 の 態 様 を 示 す 概 念 図 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の コ ー ド ホ ル ダ の 他 の 態 様 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の コ ー ド ホ ル ダ 及 び イ ヤ ホ ン の 他 の 態 様 を 示 す 概 念 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の イ ヤ ホ ン の 構 成 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ ， １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ … イ ヤ ホ ン
　 ２ ， ２ ａ ， ２ ｂ … イ ヤ ホ ン 本 体
　 ３ … プ ラ グ
　 ４ ， ４ ａ ， ４ ｂ … コ ー ド
　 ５ … 分 岐 点
　 ６ ａ ， ６ ｂ … 分 岐 線
　 ７ ， １ １ ， ２ １ … コ ー ド ホ ル ダ
　 ７ ａ … 挿 通 孔
　 ８ … 留 具
　 ２ ２ … ア ク セ サ リ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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